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自治基本条例の進み具合は
　検討委員会は、７月に８団体約200名を対
象とした説明及びアンケートを実施した。ま
ちづくりカフェには町内外から約50名の参
加があり一般住民の意見を幅広く聞けた。
今後は、自治基本条例の素案づくりや逐条解
説の作成を進めながら制定を目指す。

郡体総合２位に輝く
　郡民体育祭が嘉島町を主会場で開催され、
御船町は軟式野球、バスケットボール男女、
バレーボール女子、卓球、グラウンドゴルフ
男子、ゲートボール女子の７種目で優勝し総
合２位となった。

指定管理者が決定
　御船町スポーツセンター及び町民グラウ
ンドは指定管理者に「御船町スポーツセン
ター等管理運営共同企業体」代表、公益財団
法人熊本ＹＭＣＡ、菅正康理事長に決定し
た。（29年３月31日まで。）
田上議員　この企業体に決まった理由は。
松岡総務課長　プロポーザル方式で審査の
結果、４社のうち次の理由で決定した。町内
の健康面や地域をよく把握し健康いきいき
を掲げている。町内とのかかわりを密に地域
と密着した取組が期待できる。
　また生活習慣病の予防対策事業として、体
組成測定器を活用した保健指導プログラム
が用意をされている。平坦地域、中山間地域
の方々への平等な利用促進の観点から、コ
ミュニティバスの増便やイベント開催時の
臨時便送迎計画もある。
福永議員　駐車場等が含まれていないがど
うなるのか。
藤井社会教育課長　スポーツセンターの周
りの駐車場、小糸整形外科の前の駐車場を管
理して頂く計画。
永山議員　フネッピー等で、町の広報や回覧
でチラシを回していたがどうなるのか。使用
料、施設の修理、消耗品の補充はどうなるのか。
藤井課長　指定管理をする上でフネッピー
については協力、支援をお願いする。使用料

は全部企業体に入る。消耗品等は自分たちで
買ってもらい、備品は２万円以上は相談。修
繕等は５万円位までは自分でやって貰い10
万円以上は相談して貰う。
　広報等は町も支援し一緒にやっていく。フ
ネッピーの使用料は今まで通り半額減免で
進めている。
田上議員　フネッピーの事務局はどうなる
のか。
藤井課長　自分たちでやってもらいたいが
職員ができる部分は協力していく。
田端議員　指定管理者移行において、働いて
いる非常勤職員の処遇はどうなるのか。
藤井課長　非常勤職員は、契約するときに、
雇用期間を９月30日としている。継続を希
望される方はＹＭＣＡの面接を受けて頂く。

夢チャレンジ事業
田上議員　観光交流で委託費とあるがどこ
に委託するのか。
野口観光交流推進課長　観光の類の企画運
営を専門とする業者。観光案内ガイドやモニ
ターツアーは現役を引退した方々をター
ゲットに公募する。
田上議員　御船町を回遊させるというが恐
竜博物館への案内板はたくさんあるが街な
かギャラリーへの誘導みたいな看板はない。
看板設置の予算は組まないのか。
野口課長　商工会に都市再生支援補助金100
万円を予定している。商工会で街なかギャラ
リーへの回遊をする看板をつくる計画。
福永議員　可能性としてだが、この企画案、

26年8月会議を14日に開いた。御船町スポーツセンター及び御船町町民グラウンドの指定管理
者の指定、一般・特別会計補正予算などを審議し、採決した。一般質問には2人の議員が登壇した。

10 月に指定管理に移行されるスポーツセンター
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※８月会議の議案については、全会一致で可決しています。

これを観光協会が全部請けるということは
可能か。
野口課長　観光協会の総会で今後独立に向
けて進めていくことが決まった。
　事前説明では協会が独立して、スタートす
るよりも、今年の予算の中で、やれればあり
がたいと聞いた。町だけではなく、観光協会
の意見も含めて観光案内ガイドを育てたり、
観光のモデルコースの設定を進めていきたい。
永山議員　観光交流センターで町がテント
を張り準備万端に整え、商工会等が物販をし
ていた。これは本来の行政の仕事なのか。農
産物の販売を手伝うとかイベントを手伝う
ことではないのか。
　観光交流センターの看板はあるか。入口は
どこなのか。みず環境からは進入禁止のポー
ルがある。
野口課長　観光交流センター専用の看板は
ない。恐竜博物館を見終った方が観光交流セ
ンターに寄って頂く動線を考えているが案
内が不十分。今後、観光交流センター専用の
大きな看板、目印を立てて対応していく。

「ふねまる」プロジェクト
福永議員　観光の町御船「ふねまる」プロ
ジェクトを企画した意図は。
吉本企画財政課長　左岸側や中山間地に10
万人を超えようとする人々を回遊してもら
い、滞在しお金を落としてもらって、経済効
果を出す方法としてこの事業を企画した。
福永議員　一般的に考えたら御船に対する
経済波及効果は非常に少ない。
　関西御船会や熊本県の観光と物産展にふ
ねまるが出張だが、どのような費用対効果を
計算し効果を求めてこの事業をするのか。
吉本課長　関西御船会関係、東京御船会もそ
うだが、御船町の元気の紹介をし、ふるさと
納税に繋げている。さらなる大都市圏域への
ＰＲにつなげて、「御船町の恐竜博物館を見
に行くぞ」というところまで、オープン直後
の今、ＰＲをしなければならない。
福永議員　関西御船会は御船高校の同窓会。
同窓会の関西支部の支部会、それに何十万円
もかけてふねまるが行って、効果はあるのか。
　熊本県の観光と物産展は大阪で開かれる
が御船町の業者は出店するのか。

吉本課長　出店は確認していないが、物産展
をきっかけに御船町への波及効果も考えた
い。すべてが費用対効果を考えなければいけ
ないことになれば、もう何もしないほうがい
いわけだ。ある程度投資をして、御船町は熊
本県のどこに位置するか位はＰＲしていか
ないと、観光の交流推進にはつながらない。

ゆるキャラグランプリ応募
山田議員　ゆるキャラグランプリ優勝の戦
略は。
吉本課長　くまモンを研究して策略を考え
ていきたい。
山田議員　１位を取るために、各種団体にお
願いすることも必要。御船の商工会青年部長
は県の役員でもある。
吉本課長　投票は９月２日から10月20日。
各種団体にも協力をお願いする。

御船を観光の町に
田端議員　この御船を観光の町にしたいと
いう基本的な考えがあるのか。
山本町長　観光面では、成果が出ていなかっ
た。ハードだけではなく、ソフト事業を組み
合わせることで人の気持ちが変わってくる。
将来的には観光の町、御船を念頭にやってい
る。
田端議員　26年度において上期にどのよう
な状況であったかを検証して欲しい。
　行政が自己満足に終わらず、住民を満足さ
せるという、念頭的な考え方を持っていただ
きたい。
山本町長　検証としてマニフェストの検証
作業に入っている。私の政治の姿勢は、三者
のバランスということで、執行部、議会、町
民である。
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永山議員　街なかギャラリー
のオープンから現状までの活
用状況。また、その状況をど
のように考えるか。
山本町長　４月にオープンし
７月末までに約 3,000 人の来
館者があった。主な利用とし
て、かずらの作品展示、英会
話、木工教室、直近では油彩
画展等が、実施された。これ
までの活用状況から、満足す
る利用状態には至っていな
い。今後の集客力を高める企
画運営に努める必要がある。
　このような中、学園のまち
構想に掲げる促進展開とし
て、御船高校、平成音楽大学
に演奏発表の場として積極的
な活用をお願いした。
永山議員　街なかギャラリー
と恐竜博物館、観光交流セン
ターとの回遊性について現状
をどのように考えるか。
山本町長　ゴールデンウィー
ク期間中に街なかクイズラ
リーを実施し、約 1,200 人の
観光客に本町通りへの回遊を
促した。現在も観光交流セン
ターから当該クイズラリーや
町内の観光名所への案内を実
施しているが、猛暑が続き、
回遊がなかなか進まない状況
である。今後も新たな手法を
用いさらなる回遊性を高める
取り組みに努める。今後の施
設運用については、利用者
ニーズに対応できる体制を整
える必要があると考える。具
体的には、指定管理者制度な

どを活用し、施
設利用時間延長
による夜間イベ
ント開催が可能
になるような対
応が求められて
いるので、検討
を行う必要があ
る。
永山議員　街な
かギャラリーの
パンフレットは
各家庭への配布
でなく、町の回
覧版で回って来
た。商工会や観
光協会、一部の
業界の人はギャ
ラリーを利用し
ているが、町民
にはあまり浸透
していないと思
う。このパンフレットはどこ
においてあるのか。
野口課長　パンフレットは街
なかギャラリーと観光交流セン
ター等に置いている。また、内
容的なものも含めて職員で考え
て印刷のみ業者に依頼した。
永山議員　パンフレットには

「お越しいただいたお客様を
温かみのあるおもてなしでお
迎えします」と書いてあるが、
歩き疲れてきた方に休憩場と
しても使えるところはあるの
か。
野口課長　誰かが利用してい
れば、蔵の中に入ることが出来
ない。一般の方が来た時はその

辺のニーズに応えるよう、対応
が必要かと感じている。
山本町長　４月にオープン
し、どんな手法があるのか手
探りの状態である。武雄市の
図書館について樋渡市長が
言っていたが、指定管理者と
か民間にすると、時間の延長
や子ども連れで子どもが騒ぐ
と、黙りなさいと怒られる。
これでは本当に本好きになら
ない。やはり民間を活用した
手法を踏まえて、今年度はい
ろんなことをやりながら、今
後に繋げるように、今回の提
案を参考にして検討してい
く。

一
　
般
　
質
　
問

民間を活用した手法を検討A
街なかギャラリーの展望はQ
永山　和人 議員

南蔵内部の先哲者の年表

土間に置いてある貴重な建屋の部材
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考えた場合、同時期に移行し
たい。移行した場合、各学校
に給食配膳室を造らなければ
ならないので、財政との協議
が必要になる。
田上議員　教育委員会と町、
町長部局との合同組織とは。
山本町長　基本的には全課長
が関係する。責任者は私。
田上議員　議会から意見書を
出して４カ月経過した。今ま
で途中経過の報告もないのは。
増永教育長　町長部局と相談
しながら進めているので、手
順を踏んで報告すべき段階に
なればきちんと報告をしたい。
田上議員　自ら経過報告をし
て欲しい。前に進まない原因
はどこにあるのか。
増永教育長　建設予定地が都
市計画区域の用途地域内であ
ること。町として環境問題を
クリアして道路も整備しても
非常に難しく時間がかかる。
　今回、場所を変更すること
になったので、用途地域外で、
できる限り早く造りたい。
田上議員　今までの経過を見
ていると、町長からの指示待
ちだったように見えるが。
増永教育長　教育委員会
でできる部分と町長部局
でできる部分がある。教
育委員会は課長を中心に
一生懸命頑張っている。
米満課長　教育委員会は、
一丁目の候補地を最後ま
で諦めなかった。諦めて、
別を探すと財政面が伴う

ので協議が必要となり町長の
判断となるので、その点は
待っていた。
山本町長　町長としてはずっ
と段階を踏んでやって、いろ
んな方の意見も取り入れて
やってきた。ところが、建築
基準法に基づいて許可がいり、
時間がかかることと、住民の
反対陳情が出たということが
原因である。議会でも民教委
員会で審議に時間を要した。
　議会で決定したものを私が
簡単に変えるというわけには
いかないし、基本的に変更する
時は、倍以上の時間がかかる。
これまで教育委員会だけでな
く、関係部局でしっかり協議
していたので時間を要した。
田上議員　御船町には給食セ
ンターの問題、その他課題が
山積だが町長は次の選挙はど
うするのか。
山本町長　２期目の最後にな
るが課題もあり、自分がまい
た種もある。その刈り取り作
業と中山間整備事業等により
活性化は今からだ。３期目は
道半ばのため、目標を達成し
たいので出馬をしたい。

27年度中の供用開始を目指すA

一
　
般
　
質
　
問

Q給食センターはどうするのか
田上　忍 議員

仮設で使用されている御船小学校給食棟

田上議員　 今後の給食セン
ター建設に向けての具体的なス
ケジュールや事業の考え方は。
山本町長　26 年３月 17 日付
けで、町議会議長から、御船
町給食センター建設場所に反
対する陳情書に関する意見書
の提出があった。町も議会や
教育委員会と同じ認識を持っ
ており、一日も早い給食セン
ターの整備を目指したい。
　予定地の一丁目は、見直さ
ざるを得ないと判断し、改め
て給食センター建設に適した
場所を選定したい。議会をは
じめ、関係機関とも連携を密
にしながら進めていきたい。
田上議員　建設及び供用開始
のスケジュールは。
米満学校教育課長　場所の選
定は、都市計画区域の用途地
域外で白地のところ及び農振
地域に入っていないところ、
また、農振地域の場合は除外
しやすいところの選定作業に
入っている。教育委員会と町
長部局の合同組織を立ち上げ
て、８月下旬に候補地の洗い
出し作業を終えて建設場所の
絞込を行い、27 年度中の供用
開始を目指す。
田上議員　前回の教訓をどう
生かすのか。
米満課長　都市計画区域の用
途地域外を優先的に選定して
いきたい。
田上議員　現行の給食室の移
行計画は。
米満課長　現施設の老朽化を
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　７月 23 日福岡県八女市を
視察した。
　八女市では昭和 29 年八女
市が誕生以来、平成 18 年上
陽町、平成 22 年黒木町、立
花町、矢部村、星野村と合併
し、現在 67,528 人となって
いる。
　合併したことで広大な山間
地域を抱え、全国平均を大き
く上回る高齢化が進む中、定
住自立圏構想の柱のーつとし
て、地域公共交通の維持、確
保を図るため、既存の路線バ
ス、患者輸送車、福祉バス等
の地域生活交通を見直しデマ
ド（需要型）を導入される。
この新しい交通システムを活
用し、市内に点在していた交
通空白地域の解消を図り、安
全・安心のまち作りを支えて
いる。

予約型乗合タクシーの概要
運行方式：電話予約による「ド
アー to ドアー」方式の乗合
タクシー
運行内容：市内 11 地域の地
域内移動を原則に、平日のみ
８便運行
利用方法：事前に登録をして
電話で予約を行い、玄関（自
宅）から玄関（利用施設）ま
で送迎
利用料金：片道 300 円
利用状況：220 人 / 日、
年間 53,900 人となっている。
　特にお年寄りには好評であ
り、買い物、病院、レジャー
と活動範囲の拡大と地域の活
性化につながっているようで
す。

企業誘致を考える
　７月 24 日熊本県南関町を

視察し企業誘致優遇措置につ
いて研修した。
　南関町は熊本県と福岡県境
に位置し昔は関所、今は九州
自動車道南関 IC を有し、古
くから交通の要衝として発展、
平成 23 年３月の九州新幹線
の開業により「新玉名駅」や

「新大牟田駅」ができるなど
県北の玄関口として発展して
いる。
　このようなアクセスの良さ
から企業の進出が進んでいる
ところである。
　約 40 ヘクタールの「東部
工業団地」を抱え、企業誘致
への優遇措置の条件は多少の
違いはあるものの、御船町と
同じ奨励金が用意してある。
誘 致 企 業 の 町 内 採 用 者 は
22％程度であり、他は通勤社
員でしめている。

予約型乗合タクシーとは（八女市）
総務常任委員長 池田 浩二

乗合りバス手配センター（八女市）の説明を受ける

委員
会報

告
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議会運営委員長 田中 隆敏
ペーパーレスを目指してタブレット導入

住民との意見交換
　８月 20 日、大分県玖珠町
を視察し、住民との意見交換
についてを研修した。
　玖珠町議会は議会改革を推
進するため、議会改革推進委
員会を設置した特別委員会で
はなく、議員 16 名での任意
の委員会として毎月１回会議
を行い、協議・検討より、住
民との意見交換会を実施する
こととなった。４自治会館で
の意見交換開催とし、年１回
で２回開催であるが、４地区
で 90 名の参加者であり、開
催の告知、意見交換会の内容
など検討をし、今後の自治委
員代表者、PTA 役員の若い
世代との意見交換を計画して
いく。

本議会でタブレット活用
　８月21日タブレットを活用
している産山村を視察した。
　タブレット導入に至った経
緯は、本会議中に例規集が必
要な時に本会議を休けいし用
意することが度々ある。その
対策としてタブレットを導入
し、本会議中でも条例等を閲
覧できるようにし、ペーパー
での配布を取りやめている。
全員協議会では各種説明資料
が多く、カラーコピーは経費
的にも高くつき、タブレット
にデータとして取り込めば経
費節減となる。議員活動とし
て持ち歩くことにより会議日
程、議案、予算等の確認がで
きる。カメラ機能を活用した
効率化が図られ一般質問等の

取扱いの準備もできる。
　機種は 10 インチ画面を選定
し、９月議会から使用するが
操作・取り扱いを全協・本会
議で使用しながら質を高めた
いとのことであった。
　タブレットの導入は会議に
多量の資料を準備する必要が
あり執行部からの要望であり、
議員側から反対の意見はなく、
積極的に使い方を習って本会
議でのタブレットを使った議
会をしたいとの意見であった。
　全協・議員活動・本会議と
関係資料をデータとして入力
しておけば、議員として執行
部として、質問に即座に答弁
ができ、会議のスムーズな進
行が図られるとのことであっ
た。

区　分
台数

９台 議員８台、事務局１台

村長他役職９台

２491千円

491千円

982千円

969千円

491千円

1,460千円

478千円

478千円

９台

18台

経費 台数 経費
備　考経　費

タブレット W i F i

議　会

執行部

計

■導入台数と経費

タブレット導入について説明を受ける委員 議会報告会の説明を受けた玖珠町

委員会報告
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産業建設常任委員 山田 五郎
特性を生かした地域づくり

ブランド米「水ものがたり」
　８月18日山都町白糸第一
自治振興会及び宮崎県高千穂
観光協会を視察研修した。
　山都町では「米の品質向上
やブランド化」「加工品開発」

「特性を生かした地域づくり」
を対象に話を聞いた。過疎地
域等自立活性化推進交付金を
受け白糸の皆さんで米をブラ
ンド化され名前は「水ものが
たり」。これは通潤橋放水の
水で育った米である。物語の
本も販売されており、収穫イ
ベントで棚田ウォーキングの
開催、しめ縄作りや、焼き米、
餅つき、田のあぜを３時間
ウォーキングするなど地域で
自立していく取り組みを感じ
た。
観光協会、町から独立
　高千穂では「町から独立の
経緯」「運営の方法と状況」
など話を聞いた。15年に観
光協会を独立し、21年に法
人化。「将来を見た観光は今、
何を考えているのか」「レン

タカー事業」「公民館会員制
（地域の再発見や現状を磨
く ）」「 イ ベ ン ト で 体 験 型
ウォーキング」等、若手10
人が描く将来のビジョンなど
観光協会として PRの発信し
ていた。
がんばる商店街30選
　８月19日宮崎県高鍋町ま
ちなか商業活性化協議会を視
察した。ここは「商店街の活
性化策とがんばる商店街30
選」に選ばれている商店街。

県・町の補助を3年間受け東
西南北に伸びる商店街の景観
は「のれんプロジェクト」で
統一され昼は芸術作品、夜は
灯りをともす灯籠「あかりプ
ロジェクト」また、新たな新
商品開発「自主独立イベント
プロジェクト」を実施してい
た。
　のれんと灯籠の設置で統一
感を持たせ商店街の歴史的・
文化的（城下町）な空間づく
りを実現しているのを実感し
た。年々、空き店舗も埋まり、
出店したい経営者が待ってい
る状況とのこと。
　商店街の周りには大型店舗
がいくつもあったが、高鍋町
の商店街は活気づいていた。
昔と同様に車が通らない、人
が歩く商店街。「いかに駐車
場を隠すか。若手には外（県
外で修行）でいろんなノウハ
ウや独自性を身につけて高鍋
町に帰って来てもらいたい。」
など話を聞いた。

米の品質向上とブランド化について説明を受ける委員（山都町）

町屋風建物を見学する（高鍋町）
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　議会基本条例による議会
運営も軌道に乗り、「通年
議会」や「あおぞら会議」
など精力的に取り組み、今
では全国の議会から多くの
視察を受け入れるまでに
なった。また広報誌「あ
おぞら21」の「毎月発行」
は全国でも注目され議会の
様子を知るのに大きな役割
を果たしている。
　全員協議会はだいたい和
やかで前向きな雰囲気だが、
立場の違いで、厳しく対立
し、緊張した場面になるこ
ともある。
　「そもそも論」が多くて
実質的な政策論議にならな
い時もあるが、総じて「心
にゆとりを持とう」と労い
たくなるほど、真剣に取り
組まれている。
　その一方で、各種のイベ
ントなどに議員の参加が少
ないという指摘が相変わら
ず多い。「住民に寄り添う
議会」として、イベントへ
の参加は、16 人の議員が
多様な住民ニーズを吸い上
げる大事な情報源であり、
この絶好のチャンスは生か
して欲しい。
　後半は政務活動費の導入
に大きなエネルギーが費や
された。
　あと半年で精算期になる
が、使途については住民の
関心が高い。議員力の向上
も自己研鎖も、それが住民
のために生かされなければ、
自己満足の域を出ない。次
の段階は向上した議員力を
議会で活用し、真に住民に
役立つ政策を議会提案され
ることを期待している。

議会モニター　中村 幸雄

提言

議会の評価と期待

新型インフルエンザ対策の行動計画を策定

民生文教常任委員会は委員会を開き、町の新型インフルエンザ等対
策行動計画について説明を受けた。

組合議員 山田 五郎
上益城消防組合議会 25 年度決算承認

民生文教常任委員会委員長 佐藤 俊明

　新型インフルエンザは毎年流
行を繰り返すインフルエンザと
は全く異なるウイルスによるイ
ンフルエンザで、ほとんどの人
が免疫を持っていないため世界
的大流行となり大きな健康被害
と社会的影響をもたらすことが
懸念されている。
　発生すると短期間でパンデ
ミックを引き起こすことを考え
ると発生前から地域での感染

（まん延）を想定した具体的な
対策を進めておくことが重要。

　このため、新型インフルエン
ザ対策を危機管理にかかわる重
要な課題と位置づけ、感染拡大
を可能な限り抑制し町民の生命
および健康を保護し町民生活お
よび町民経済に及ぼす影響が最
小となるようにするために対策
行動計画を作製した。
的確かつ迅速に対応
　新型インフルエンザ等対策行
動計画に準じて発生段階を６段
階に定め、対策推進本部を設置
し全課的な取り組みを行う。

　８月８日に第２回消防組合
定例議会が行われた。議案は
７議案あり、すべて承認可決
された。

議案第８号・平成 25 年度上益
城消防組合一般会計歳入歳出
決算の認定について
　歳入総額約820,373千円・
歳出総額約801,860千円・歳
入歳出差引額約18,512千円で
あり監査報告もあった。
議案第９号・平成 26 年度上益
城消防組合一般会計補正予算

（第１号）について
　歳出で新庁舎下水道受益者
負担金 1,500千円と新庁舎（出
動準備室）配備の防火服ロッ
カー購入費 6,950千円、自動車
重量税 28 千円、車両整備費に
使われる。
議案第 10 号・上益城消防組合
の再任用に関する条例の制定
について
　提案理由は地方公務員の高
齢対策について、雇用と年金
の接続を図るため。

主な議案

新
庁
舎
建
設
中
の
上
益
城
消
防
署
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御船町の宝、吉無田高原

浅ノ藪
工藤　伸 さん

　　　
議会の予定 10月

１日	 議会改革推進特別委員会
	 総務常任委員会
２～３日	 監査委員全国研修（東京都）
６～８日	 御船地区衛生施設組合
	 議会視察研修（新潟県）
７日	 市町村総合事務組合議会
	 議会事務局職員研修
９日	 議会（予定）
10日	 議会独自研修
14～15日	 上益城広域連合議会視察研修
16日	 視察受入（山口県平生町議会）
20日	 広報編集常任委員会視察研修
	 （東京都目黒区）
21～22日	 広報編集常任委員会全国研修
	 （東京都）
23日	 視察受入（茨城県町村議長会）
28日	 視察受入（福岡県香春町議会）
30日	 県議長会理事会
	 視察受入（奈良県吉野郡町村議会）
31日	 上益城郡町議会議員研修（嘉島町）
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